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公益財団法人 日本海事広報協会 



 

Ⅰ 公益目的事業 
 
海事思想普及事業 
 
１ 「海の日」広報 

「海の日」の意義が国民各層に深く理解され定着するよう、また、7月の「海の月間」事業について

も多面的かつ広範囲に広報活動を行った。また、「海の日」にあたり、石破茂内閣総理大臣（当時）

のメッセージが発表され、「海の日」海事関係功労者祝賀会等で披露した。 
 

（１）「海の日」・「海の月間」関連事業 

① 「海の日」・「海の月間」広報 

「海の月間」（7月1日～31日）を推進するため、海事関係団体等に対する事業展開への協力要請、

関連行事のとりまとめ、告知等を行った。また、「海の日」（令和7年は7月21日）を中心に、「海

の月間」には、幅広い分野の連携のもとで、全国各地で多様な海のイベントを行った。 

ア．記念行事等の告知 

全国11地方海事広報協会の協力のもと、「海の日」・「海の月間」行事が行われる当該地域 

で行事予定表を制作し、関係各所に配布した。当協会は、全国の関連行事をwebサイト・SNS 

で紹介する等、機会を捉えて告知活動を行った。 

  イ．「海の日」30回！「うみのフォトコンテスト2025」の実施 

      「海の日」の趣旨を周知するとともに、海に親しみ、海へ出向いてもらうことを目的に、SNS 

    （X、Instagram）等を用いたフォトコンテストを実施し、入賞作品を当協会 web サイト等

で発表した。 

募集期間 令和7年7月1日(火)～8月31日(日) 

応募総数  3,358作品 

審査員   熊切大輔（公益社団法人日本写真家協会 会長） 

中村武弘（海洋写真家） 

水本俊也（写真家） 

岡部直己 (日本海事広報協会 理事長) 

賞    〈最優秀賞〉 松田裕次 

         〈優秀賞〉  t0mo0469、野本史男、sakaty_freeman 

         〈特別賞〉  中村哲也、大田将太郎 

            〈「海の日」賞〉      かりあげさん、黒水雪那、mint、take 

       【以上、日本海事センター等補助事業】 

② 「海の日」・「海の月間」関連行事 

「海の日」の旗掲揚推進運動、「ビーチウォーク＆クリーンアップ大作戦」等 

「海の日」に国旗掲揚と併せて、「海の日」の旗の掲揚を奨励するための運動を実施した。 

「海の日」の意義について、一般国民の理解と関心を深めるため、全国11地方海事広報協会、

地方自治体等の協力を得て、全国各地のボランティアに対し、「海の日」を中心に全国の海岸に
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おける一斉海浜清掃活動への参加を呼びかけ実施した。全国24道府県、57ヶ所の海岸で8,187人

のボランティアにより、約32.33トンのゴミを回収した。（資料1） 
【自主事業】 

 

（２） 国民の祝日「海の日」海事関係団体連絡会の運営等  
    国民の祝日「海の日」の意義が国民各層へ定着するよう、海事関係28団体で構成される「国民

の祝日「海の日」海事関係団体連絡会」の事務局として、次の事業を実施した。また7月24日（木）

に海運クラブにて「海の日」海事関係功労者祝賀会を開催した。 

 

 

「海の日」広報 

 ア．「海の日」周知広報 

  ◎2025年「海の日」ポスター 

2025年「海の日」ポスターコンクールで選出された図案のポスターを21,500枚（B1判6,500 

枚、B2判5,000枚、A2判10,000枚）制作するとともに「海の日」ポスターデータを制作し、全国 

各地の関係行政機関、公共施設等に配布して、その掲示を依頼した他、報道関係等に対して「海 

の日」のパブリシティを行った。 
2025年7月16日（水）から7月30日（水）まで、2025年「海の日」ポスターコンクール入賞作

品の展示を国土交通省（東京都千代田区）1階ロビーで行った。また、全国11地方海事広報協会に

委託し、入賞作品展を31会場で実施した。（観覧者数約231,000人）（資料2） 

   ◎2026年「海の日」ポスターコンクール 

2026年「海の日」ポスターコンクールを開催し、作品を募集した。大賞他各賞は当協会webサイトで

発表した。 

【募集期間】令和7年7月1日（火）～12月5日（金） 

【応募総数】1,728点 

【一次審査】令和8年1月13日（火） 

【最終審査】令和8年2月24日（火） 

【審 査 員】最終審査員 

箭内道彦（クリエイティブディレクター、東京藝術大学学長特命・美術学部デザイン科教授） 

／中村庸夫（海洋写真家）／中村麻美（画家・挿画家）／長澤仁志（日本海事広報協会会 

長） 

 一次審査員 

     滝沢美恵子（画家）／中村武弘（海洋写真家）／毬月絵美（画家、イラストレーター） 

【  賞  】≪ 大 賞 ≫ 及川 けい（おいかわ けい）     北海道 福祉事業所職員 

       ≪ 優秀賞 ≫   しらい ゆうこ           東京都 イラストレーター 

           瀧川 正章（たきがわ まさあき） 東京都 会社員 

       ≪ 佳 作 ≫ 戸倉 菜々美（とくら ななみ）  つくばビジネスカレッジ専門学校1年 

 奥村 朋之（おくむら ともゆき） 神奈川県 無職 

 古波津 みなみ（こはつ みなみ） 大分県立情報科学高等学校3年 
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       ≪ 奨励賞 ≫ 尾﨑 壮（おざき そう）        愛知県 小学1年 

              中村 晃士（なかむら こうじ） 京都府 着物友禅職人 

       ≪学校・団体奨励賞≫ 神奈川県立希望ケ丘高等学校 

                兵庫県立姫路工業高等学校  

               兵庫県立龍野北高等学校  

  九州産業大学付属九州高等学校       ※学年は応募時 

◎「海の日」グッズの制作・配布 

港の役割、船の種類を紹介する「海の日」下敷き、コットンエコバッグ、PP製クリアファイル 

等の「海の日」グッズを制作し、海事関係イベント等で配布する等、さまざまな「海の日」広報 

を行った。 
  イ．「海の日」関係イベントへの協力等 

7月20日（日）から7月21日（月・祝）まで、（公社）北陸信越海事広報協会との共催で、諏 

訪湖（長野県）において旅客船「すわん」及び「スワコスターマイン号」にて、一般募集の小学 

生及び保護者等を招待し、少年少女「海の日」記念親子体験乗船会を実施した。乗船会実施にお 

いては、乗船者数分散のため本年も開催日を2日間とし、2日間で558名（小学生298名、大人260 

名）が参加した。 

また、SGオーシャンカップ競走に協賛した。 
ウ．イメージキャラクターによる啓発（ミス日本「海の日」） 

2025ミス日本「海の日」の高橋 彩乃（たかはし あやの）さんをアシスタントとして起用し、当

協会webサイトやX等で「海の日」と海、海運等の海事産業の大切さを周知した。 

また、令和8年1月26日（月）に開催されたミス日本コンテストに協賛して2026ミス日本「海の日」

に野口 絵子（のぐち えこ）さんを選出した。 

エ．「海の日」30回記念キャッチフレーズを使った広報 

  「海の日」は令和7年で30回を迎えるにあたり、令和6年度に公募した新たなキャッチフレーズ 

とロゴマークを、webサイト、ポスター、グッズ、新聞等「海の日」キャンペーンに関連する広報 

ツールや活動に広く活用した。 

  オ．国民の祝日「海の日」海事関係団体連絡会 

      令和7年5月19日（月）、令和7年10月10日（金）、令和8年3月6日（金）に海運クラブにて国民の祝

日「海の日」海事関係団体連絡会会議を開催した。 

                   【以上、関係団体分担金事業】 

（３） 「海の日」記念行事への参画 
    「海の日」に船の見学会等体験型イベント、webサイトやSNS等で海に関する情報提供等を行う

『海の日記念行事2025』に参画した。 

                                     【関係団体協賛事業】 

 
２ 海事知識啓発  

広く一般に対し、海運、造船、港湾等の海事産業と、海洋や海洋環境保全等への関心を深め、その知識の

啓発、向上を図るよう、各種行事・広報事業を実施した。 
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（１） 海事知識普及 
① 船との出会い事業 

ア．乗船体験・海事産業関連施設の見学会 

全国11地方海事広報協会へ委託し、全国各地において、乗船体験会や造船所・港湾施設等の海事産業 

関連施設の見学会、海事産業等をテーマにした出前授業を実施した。令和7年度の実施回数は151回、参 

加者は10,672名、また当協会実施分も合わせると総計は156回、参加者は10,962名（資料3）にのぼっ 

た（令和6年度は147回10,027名）。 

  イ．海技教育財団との連携・共催事業 

「海王丸」国内体験航海について、海技教育財団との共催事業として、当協会 web サイトと 

SNS で周知告知し、応募者を募った。 

② ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞 
海運、造船等の海事産業に対する意識向上を図り、将来、海事産業の従事者を目指す人材の育成に 

資することを目的に、小学生、中学生、高校生を対象として、海事産業に関わる調査・取材を行い、新 

聞形式にまとめた作品を募集する「2025年ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」を国土交通省、 

文部科学省等の後援を受けて実施した。6月から11月17日（月）にかけ募集し、応募のあった1,531作 

品を対象に、令和8年1月に2回の審査会を行い、国土交通大臣賞をはじめとする各賞を決定した。国 

土交通大臣賞受賞者に対しては、令和8年3月10日（火）及び3月17日（火）に授与式を実施した。入 

賞者は、（資料4）のとおり。 

また、入賞作品を通した海事知識の啓発と応募促進を図るため、以下のとおり2024年度入賞 

作品展を実施した。 
〈 2024年 JSJ 入賞作品展 〉 

3月18日（火）～4月17日（木）  佐渡汽船ターミナル 

4月14日（月）～25日（金）    国土交通省エントランス 

6月14日（土）～15日（日）    東京海洋大学 学祭「海王祭2025」 

7月2日（水）～21日（月）       豊橋カモメリア 

7月26日（土）～9月28日（日） 東京臨海部広報展示室 TOKYO ミナトリエ 

8月1日（金）～5日（火） 旧門司税関2階ギャラリー  

 ③ 海洋教育普及事業 

ア．海の仕事へのパスポート（小・中学生向け海洋キャリア教育） 

  ◎海の仕事へのパスポート 

キャリア教育がはじまる小・中学生を対象に、海に関わる職業や教育機関を伝えることを目的とする

海洋キャリア教育セミナーを実施。令和7年度実施校数は21校、参加者数は1,658名にのぼった。 

◎放課後子ども教室等「海洋教室」（各自治体、教育委員会との協力） 

放課後子ども教室や児童館等で、海や船とその仕事を紹介する海洋教室を実施。参加者は5校297名に 

のぼった。（資料5） 

  イ．教育関係者向け海事施設等見学会 

   教育関係者に対し、海事産業の重要性について理解を得るため、全国11地方海事広報協会等と

協力し、下記教員向け海事施設見学会を実施した。 

     5月1日（木） 東京都豊島区中学校教員 15名 横浜港見学 
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7月12日（土） 教科書会社・東京等社会科小中学校教員 9名  

横浜うみ博自動車船見学 

7月21日（月） 東京等社会科小中学校教員 23名 海の日記念行事自動車船見学 
7月28日（月） 東京都小学校社会科研究会 33名  

JMU横浜事業所・川崎コンテナターミナル見学 
7月29日（火） 埼玉県川口市小中学校教員 26名 大黒ふ頭等見学 
7月31日（木） 函館市教育研究会小学校社会科部会員函館市教育委員会等 約23名 

                       函館どつく見学(津波警報により中止) 
8月6日（水） 東京都中学校社会科教育研究会 26名  

JMU横浜事業所見学・外航船船長講話 
8月8日（金） 神戸市中学校社会科教員 25名 神戸製鉄所加古川製鉄所見学 

8月19日（火） 千葉市教育研究会社会科部会 202名 小麦サイロ、物流倉庫等見学 

8月21日（木） 那覇市小学校社会科教員 6名 RORO船・那覇港物流センター等見学 

12月22日（月）・23日（火） 兵庫県下工業高校教員 4名  

               ダイハツインフィニアース見学・研修 

1月8日（木）  兵庫県下新任教師8名 タグボート体験乗船会 

3月11日（水） 中央区立小学校教育会社会科部教員 20名 日本郵船東京コンテナターミナル見学 

また、全国社会科研究協議会全国大会へのブース出展等、教育関係者向けの海事広報活動を行った。 

ウ．社会科向けデジタル教材の周知、活用 

小学校社会科の海事産業の学習用に制作した海運・造船・港湾等の海事産業について、短い動画やイラ 

スト、グラフ等で分かりやすく説明した教材の構成を見直し、web サイトの改訂を行った。また教育系

YouTuberの海事教育動画を引き続き公開し、教員、生徒が随時閲覧できるように提供した他、活用を促

すために広く周知した。 

エ．「海洋教育普及事業検討委員会」 

教育の専門家をメンバーとする「海洋教育普及事業検討委員会」を9月1日（月）と2月9日（月） 

    に実施。海洋教育普及施策について意見交換を行った。 

検討委員会メンバー 

全国中学校社会科教育研究会 会長          宮崎 宏明 先生 

全国小学校社会科研究協議会 会長         石井 正広 先生 

前 全国中学校社会科教育研究会 会長    髙山 知機 先生 

前 全国小学校社会科研究協議会 会長    和田 幹夫 先生 

帝京平成大学 人文社会学部 児童学科 教授   吉藤 玲子 先生 

浦和大学 社会学部 客員教授          安原 輝彦 先生 

淑徳大学 教育学部 こども教育学科 教授 岡田 大助 先生 

【以上、日本海事センター補助事業】 

 

④ 小学校における副教材等による海事教育の推進 

主要な海事都市において、海事産業の役割の大切さを盛り込んだ小学校の社会等の児童用テキスト・ワーク

ブック・指導書（以下、「副教材等」という。）を現場教員の参画を得て制作し、使用してもらう事業。5月20

日（火）に中央企画委員会を実施し、令和7年度の本事業を決定した。 
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呉市教育委員会を通して同市小学校児童に令和 7 年度分副教材等を配布した他、倉敷市で教員を対象とし

た海事施設見学会、豊橋市で同市小学校5年生を対象としたオンライン出前授業を実施した。 

また、全国版「海運と船と港の役割（デジタル版）」の活用促進を目的に全国の小学校（約20,000校）を

対象にFAXによる案内を送付し、全国版副教材（児童用テキスト、ワークブック、教員用指導書）冊子版の

改訂データを制作した。川口市立元郷小学校においてはデジタル版副教材を活用した研究授業を実施し、市内

教員も複数参加のうえ、授業後には今後の展開について意見交換を行った。 

【日本内航海運組合総連合会、日本造船工業会、日本港運協会、 

                                         日本港湾協会、日本倉庫協会、日本船主協会 分担金事業】 

 

 ⑤  “海と船”と遊ぼう！ 

       7月11日（金）から7月27日（日）まで、羽田空港第2ターミナル5階スカイデッキにおいて、子ど 

   もたちに「海運」について遊びながら楽しく学んでもらうため、パネル展「知ってびっくり！船と港のもの 

しり博士」とミニスタンプラリーを実施、海事関係団体の映像コンテンツを上映した。（観覧者：約42,000  

人）また、7地方海事広報協会に委託し、パネル展を3月までに全国22か所で実施した。（資料6） 

【全日本海員組合、日本内航海運組合総連合会、日本海難防止協会、 

                                      日本海洋レジャー安全・振興協会、日本倉庫協会 分担金事業】 

⑥ 造船所見学  

    小学校高学年を対象に造船所見学及び外航船員講話を7回実施し、332名が参加した。実施場所は、津市

（JMU）、函館市（函館どつく）、今治市（新来島ドック）、西条市（今治造船）、玉名市（JMU）。 

    8月26日（火）  一般公募小学生親子 40名 JMU（津事業所） 

    9月9日（火）  函館市立東山小学校 5年生68名 函館どつく 

10月2日（木）   函館市立高丘小学校 4・5年生73名 函館どつく 

  10月16日（木） 函館市立中の沢小学校 4年生38名 函館どつく 

10月28日（火） 西条市立三芳・楠河・庄内小学校 5年生44名 新来島ドック 

11月25日（火） 西条市立石根小学校 5年生33名 今治造船 

12月10日（水） 玉名市立横島小学校 5年生36名 JMU（有明事業所） 

【全日本海員組合（J-CREWプロジェクト）】 

 

（２） 広報資料の制作・配布等 
① 海事広報資料の制作・配布 

ア．海運広報パンフレット「日本の海運 SHIPPING NOW」 

基本情報のみの基本編（A4判、24ページ）8,000部とデータを含む本冊（A4判、68ページ） 

6,000部を制作、配布した。また、当協会 web サイトに PDF ファイルとパワーポイント用素材 

をアップした。 

イ．「海事関係団体コンテンツガイド」 

海事関係団体等が発信・発行するコンテンツを網羅した web ページ「海と船のコンテンツガ

イド」の内容を充実させるため、各団体に協力を要請し、情報を随時更新した。 

ウ．「海のおしごとガイド」 

主に小学生が社会科や総合授業で活用できるような海に関する仕事を紹介するガイドブッ 
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クを作成し、配布した。 

                              【以上、日本海事センター補助事業】 
 ② その他の海事知識、情報の周知・提供 

  ア．webサイト等による情報 

    海、船、海事産業等に係る知識・情報を収集・整理し、当協会webサイトで提供した。 

  イ．紙、写真等非電子媒体による情報提供 

    海事関係団体の機関紙や資料等をFAXで簡潔に紹介する「海事FAX短信」を毎月1回発信 

した他、海事に関する書籍、写真等の収集、保管、貸出を行った。 

ウ．文部科学省 こども霞が関見学デー（オンデマンド配信）への参加 

     8月7日（木）～9月30日（火）に文部科学省で開催された「こども霞が関見学デー（オンデ

マンド配信）」において、当協会 web サイトに公開している児童向けコンテンツを URL リン

クにより紹介した。                   

【自主事業】   
（３） その他広報事業 
① 必要に応じ、その他広報事業を実施した。 

② 海事関係団体と意見交換を積極的に展開し、これらの連携を強化した。 

 

Ⅱ 収益事業  
 

１ 出版事業 
公益目的事業に寄与するため、次の出版物等を制作・発行した。 

 

（１）海事情報紙 

① 「海上の友」「Journal for all the Mariners」 

船員とその家族、海事産業、海事教育機関向けの和文版海事情報紙「海上の友」を編集、発行し

た。また、他団体や企業からの広告を「海上の友」に掲載し、収益増を図った。 

・体  裁  タブロイド判8頁（7月1日号は16頁と1月1日号は12頁） 

・発行部数  毎号平均1,300部 

・発行回数  毎月1回（1日付） 

令和7年4月1日号（2215号）から令和8年3月1日号（2226号）まで12回発行

した。 

    ・購 読 料  1カ月542円（10%消費税込） 

日本商船隊に乗り組む外国人船員向けに英字版海事情報紙 ｢ Journal for all the Mariners ｣ 

を毎月1回、各号3,000部発行した。（1カ月購読料880円、10％消費税込） 

 ② 「JSU NEWSPAPER」 

全日本海員組合からの委託事業として、外国人船員向けの英字版情報紙を隔月に1回3,000部発行

した。 
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（２）海事資料等 

① 「海事カレンダー」 
海事知識啓発を図るため、2026年世界の帆船カレンダー（1本1,600円、10％消費税込）を販売した。 

 ② その他資料等 

   「海の日」関連グッズ、海事資料等を販売した。 

 

２ 不動産事業 
   公益目的事業に寄与するため、当協会所有の湊SYビル及びHN千歳台ビルを賃貸した。 

 

Ⅲ 一般事務 
 
１ 理事の異動 

【令和 7 年 6 月 19 日】 

  岡部直己（公益財団法人日本海事広報協会 理事長）             再任 

  大脇 崇（公益社団法人日本港湾協会 理事長）               〃 

  奥島高弘（公益財団法人海上保安協会 理事長）               〃 

  河村俊信（日本内航海運組合総連合会 理事長）               〃 

  久保昌三（一般社団法人日本港運協会 会長）                〃 

  中村紳也（一般社団法人日本船長協会 会長）                〃 

  松浦満晴（全日本海員組合 組合長）                    〃 

  米田 浩（一般社団法人日本倉庫協会 理事長）               〃 

  渡邉哲宏（一般財団法人日本モーターボート競走会 常務理事）        〃 

   長澤仁志（日本郵船株式会社 取締役会長）                 新任 

       （令和 7 年 6 月 24 日付 公益財団法人日本海事広報協会 会長 就任） 

   加藤雅徳（一般社団法人日本船主協会 副会長）            〃 

   木下和彦（一般社団法人日本舶用工業会 会長）               〃 

   斎藤英明（一般社団法人日本造船工業会 専務理事）             〃 

   東 史彦（一般財団法人日本海事協会 常務理事）              〃 

針谷雄彦（公益財団法人日本海事広報協会 代表理事・会長）         退任 

   片岡 徹（日本水先人会連合会 会長）                   〃 

木下茂樹（一般社団法人日本舶用工業会 会長）               〃 

重𠮷富巳（俳優 岸ユキ）                         〃 

菅 勇人（一般財団法人日本海事協会 会長）                〃 

瀬部充一（前 一般社団法人日本造船工業会 専務理事）           〃          
土屋恵嗣（一般社団法人日本船主協会 副会長）            〃  

【令和 7 年 7 月 18 日】 

髙尾幸徳（日本水先人会連合会 会長）                   新任 

【令和 8 年 3 月 4 日】 
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中山徳子（日本海事広報協会 総務部長）                  新任 

 

２ 監事の異動 
【令和 7 年 6 月 19 日】 

庄司 勉（一般社団法人日本船舶機関士協会 会長）             新任 

四方哲郎（前 一般社団法人日本船舶機関士協会 会長）           辞任 

 

３ 評議員の異動 
【令和 7 年 6 月 19 日】 

野澤和行（一般社団法人日本旅客船協会 理事長）              新任 

平田友一（公益社団法人日本海洋少年団連盟 理事長）             〃  
天谷直昭（日本定航保全株式会社 代表取締役社長）             辞任 

菊井大蔵（前 公益社団法人日本海洋少年団連盟 理事長）           〃 

 

４ 会議 
（１）理事会 

第 67 回理事会 

 令和 7 年 5 月 26 日（月）、海運クラブにて開催。次の各議案を審議し、原案通り決議された。 

   第 1 号議案 令和 6 年度事業報告及び決算について 

  第 2 号議案 令和 7 年度事業計画の変更及び収支予算の更正について 

  第 3 号議案 令和 7 年度第 1 回評議員会の開催について 

 

第 68 回理事会 

  令和 7 年 6 月 24 日（火）、海運クラブにて開催。次の各議案を審議し、原案通り決議された。 

   第 1 号議案 代表理事（会長）の選定について 

第 2 号議案 代表理事（理事長）の選定について 

第 3 号議案 令和 7 年度第 2 回評議員会の開催について（書面） 

 

  第 69 回理事会 

令和 7 年 11 月 11 日（火）、海運クラブにて開催。次の各議案を審議し、原案通り決議された。 

第 1 号議案 令和 8 年度事業計画及び収支予算について 

第 2 号議案 令和 8 年度補助金の申請について 

第 3 号議案 令和 7 年度第 3 回評議員会の開催について 

 

第 70 回理事会 

令和 8 年 3 月 16 日（月）、海運クラブにて開催。次の各議案を審議し、原案通り決議された。 

第 1 号議案 令和 8 年度事業計画の変更及び収支予算の更正について 

第 2 号議案 内閣府提出書類について 

第 3 号議案 常務理事の選定について 
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第 4 号議案 役員報酬について 

第 5 号議案 役員賠償責任保険契約について 

第 6 号議案 令和 7 年度第 4 回評議員会の開催（書面）について 

 

（２）評議員会 

令和 7 年度第 1 回評議員会 

  令和 7 年 6 月 19 日（木）、海運クラブにて開催。次の各議案を審議し、原案通り決議された。 

  第 1 号議案 令和 6 年度事業報告及び決算について  

  第 2 号議案 役員の選任について 

第 3 号議案 評議員の選任について 

 

令和 7 年度第 2 回評議員会（書面） 

  令和 7 年 7 月 18 日（金）、決議省略の方法による評議員・監事全員の同意により、次の議案が、 

原案通り決議された。 

  第 1 号議案 役員（理事）の選任について 

   第2号議案 規程の改正について 

   報告事項  令和7年度財産運用計画 

         業務執行状況報告 

 

令和7年度第3回評議員会 

  令和8年1月22日（木）、海運クラブにて開催。次の議案を審議し、原案通り決議された。 

第1号議案  役員の選任について 

 

令和7年度第4回評議員会（書面） 

  令和8年3月26日（木）、決議省略の方法による評議員・監事全員の同意により、次の議案が、 

原案通り決議された。 

第1号議案  役員の報酬について 

 

（３）全国海事広報協会事務局長会議 

     令和7年12月18日（木）海事センタービルにて開催。令和8年度事業等について説明、協議した。 
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